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令
和
３
年
度
事
業
報
告
書

ア
ク
セ
シ
ブ
ル
な
新
し
い
日
常
生
活
を
目
指
し
て

共
用
品
推
進
機
構
は
、
共
用
品
・
共

用
サ
ー
ビ
ス
の
調
査
研
究
を
行
う
と

と
も
に
、
共
用
品
・
共
用
サ
ー
ビ
ス
の

標
準
化
の
推
進
及
び
、
共
用
品
・
共
用

サ
ー
ビ
ス
の
普
及
啓
発
を
図
っ
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
製
品
及
び
サ
ー
ビ
ス
の
利

便
性
を
向
上
さ
せ
、
高
齢
者
・
障
害
の

あ
る
人
々
を
含
め
た
全
て
の
人
た
ち
が

暮
ら
し
や
す
い
社
会
基
盤
づ
く
り
の
支

援
を
行
う
こ
と
を
事
業
の
目
的
と
し
て

い
ま
す
。
目
的
に
従
っ
て
令
和
３
年
度

に
行
っ
た
主
な
事
業
は
、
以
下
の
通
り

で
す
。

１
．
調
査
研
究

よ
り
多
く
の
人
々
が
、
暮
ら
し
や
す

い
社
会
と
な
る
た
め
に
必
要
な
事
項

を
、
ニ
ー
ズ
把
握
、
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
・

シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
配
慮
・
考
慮
点
の

基
準
及
び
普
及
に
関
し
て
の
調
査
・
研

究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
設
置
し
て
行
っ
た
。

（
１
）
障
害
児
・
者
／
高
齢
者
等
の
ニ
ー

ズ
把
握
シ
ス
テ
ム
の
構
築
・
検
証

製
品
・
サ
ー
ビ
ス
・
シ
ス
テ
ム
に
対

し
て
、
障
害
児
・
者
、
高
齢
者
の
ニ
ー

ズ
を
把
握
、
確
認
す
る
た
め
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
、
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
、
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
調
査
を
実
施
し
、
製
品
・
サ
ー

ビ
ス
・
シ
ス
テ
ム
供
給
者
と
需
要
者
が

連
携
で
き
る
仕
組
み
を
構
築
し
た
。

①
障
害
児
・
者
／
高
齢
者
等
の
日
常
生

活
環
境
に
お
け
る
不
便
さ
等
の
実
態
把

握(

調
査
方
法)

の
検
証
・
実
施

「
地
域
に
お
け
る
良
か
っ
た
こ
と
調

査
」
を
、
全
国
に
広
げ
る
準
備
と
し
て
、

平
成
30
年
度
か
ら
令
和
２
年
度
ま
で

行
っ
た
「
地
域
に
お
け
る
良
か
っ
た
こ

と
調
査
」（
杉
並
区
・
練
馬
区
・
千
代

田
区
・
岡
山
市
・
沖
縄
県
）を
参
考
に
、

ア
ジ
ア
15
か
国
「
コ
ロ
ナ
禍
で
の
新
し

い
生
活
様
式
に
関
す
る
不
便
さ
・
ニ
ー

ズ
等
」
を
実
施
し
た
。

②
共
創
シ
ス
テ
ム
及
び
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

調
査
シ
ス
テ
ム
の
構
築
・
検
証

こ
れ
ま
で
に
行
っ
て
き
た
共
用
品
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
を
基
に
、
障
害
当
事

者
団
体
・
高
齢
者
団
体
等
と
連
携
し
、

関
係
業
界
、
関
係
機
関（
業
界
団
体
、

企
業
、
公
的
機
関
等
）
が
共
用
品
・
共

用
サ
ー
ビ
ス
・
共
用
シ
ス
テ
ム
に
関
す

る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
を
簡
易
に
実
施

す
る
た
め
の
支
援
シ
ス
テ
ム
を
実
施
し

た
。
更
に
、
こ
の
支
援
シ
ス
テ
ム
を
恒

常
化
す
る
た
め
に
必
要
な
事
項
の
分
析

を
行
い
、
合
理
的
且
つ
有
効
な
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
の
実
施
方
法
を
構
築
し
た
。

③
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
新
し
い
生
活
様
式

に
お
け
る
不
便
さ
、
工
夫
、
要
望
調
査

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

の
状
況
で
、
障
害
の
あ
る
人
た
ち
が
ど

ん
な
不
便
さ
を
感
じ
、
ど
ん
な
工
夫
を

し
、
ど
ん
な
要
望
が
あ
っ
た
か
を
、
障

害
当
事
者
団
体
と
共
に
調
査
し
、
解
決

の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
素
案
を
作

成
し
た
。

（
２
）
共
用
品
市
場
調
査
の
実
施

こ
れ
ま
で
実
施
し
て
き
た
共
用
品
市

場
規
模
調
査
及
び
手
法
に
関
し
て
の
分

析
を
引
き
続
き
行
い
、
調
査
対
象
の
範

囲
並
び
に
、
今
後
共
用
品
を
普
及
す
る

た
め
に
必
要
な
事
項
の
課
題
抽
出
を
行

い
な
が
ら
、
令
和
３
年
度
の
共
用
品
市

場
規
模
調
査
を
実
施
し
た
。
ま
た
、
共

用
サ
ー
ビ
ス
に
お
け
る
市
場
規
模
の
調

査
の
可
能
性
を
検
討
し
た
。

２
．
標
準
化
の
推
進

ア
ク
セ
シ
ブ
ル
デ
ザ
イ
ン（
高
齢
者
・

障
害
者
配
慮
設
計
指
針
）の
日
本
工
業

規
格（
Ｊ
Ｉ
Ｓ
）及
び
国
際
規
格（
Ｉ
Ｓ
）

の
作
成
を
行
っ
た
。
ま
た
、
そ
の
作
成

に
資
す
る
た
め
、
国
内
外
の
高
齢
者
・

障
害
者
配
慮
の
規
格
に
繋
が
る
た
め
の

調
査
・
研
究
・
検
証
を
行
っ
た
。

（
１
）
規
格
作
成

①
ア
ク
セ
シ
ブ
ル
デ
ザ
イ
ン（
高
齢
者
・

障
害
者
配
慮
設
計
指
針
）
国
際
規
格
の

作
成
及
び
調
査
・
研
究

国
際
標
準
化
機
構（
Ｉ
Ｓ
Ｏ
）
内
の

Ｔ
Ｃ
１
７
３（
福
祉
機
器
）
及
び
Ｔ
Ｃ

１
５
９（
人
間
工
学
）
に
提
案
し
承
認

さ
れ
た
案
件
を
、
国
際
規
格
制
定
に
向
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け
て
作
業
グ
ル
ー
プ（
Ｗ
Ｇ
）
で
審
議

し
た
。

ⅰ
．
Ａ
Ｄ
使
用
性
評
価
（
Ｔ
Ｃ
１
５
９

／
Ｗ
Ｇ
２
）

ⅱ
．
視
覚
障
害
者
用
取
扱
説
明
（
Ｔ
Ｃ

１
７
３
／
Ｗ
Ｇ
１
２
）

ⅲ
．
ユ
ー
ザ
ー
ニ
ー
ズ
調
査
に
関
す
る

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
Ｔ
Ｃ
１
７
３
／

Ｓ
Ｃ
７
／
Ｗ
Ｇ
７
）

②
ア
ク
セ
シ
ブ
ル
デ
ザ
イ
ン（
高
齢
者
・

障
害
者
配
慮
設
計
指
針
）
Ｊ
Ｉ
Ｓ
原
案

作
成
及
び
調
査
・
研
究

ア
ク
セ
シ
ブ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
共
通
基

盤
規
格
、
デ
ザ
イ
ン
要
素
規
格
の
Ｊ
Ｉ

Ｓ
原
案
作
成
に
お
け
る
全
体
像
の
検
証

及
び
整
理
を
行
っ
た
。
ま
た
、
日
常
生

活
に
お
け
る
不
便
さ
・
便
利
さ
調
査
の

標
準
化
に
向
け
た
作
業
を
行
っ
た
。

③
共
用
サ
ー
ビ
ス
（
ア
ク
セ
シ
ブ
ル

サ
ー
ビ
ス
）
の
国
内
標
準
化
に
向
け
た

調
査
・
研
究

共
用
サ
ー
ビ
ス（
ア
ク
セ
シ
ブ
ル

サ
ー
ビ
ス
）に
関
す
る
規
格
作
成
に
向

け
て
、
職
場
、
店
舗
、
消
費
者
窓
口
、
医

療
、
公
共
施
設
、
イ
ベ
ン
ト
等
の
共
用

サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
既
存
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
及
び
各
種
ニ
ー
ズ
調
査
等
を
整

理
分
析
し
、
開
発
す
べ
き
共
用
サ
ー
ビ

ス
の
共
通
並
び
に
個
別
規
格
の
体
系
図

を
作
成
し
た
。
ま
た
、
ア
ク
セ
シ
ブ
ル

サ
ー
ビ
ス（
共
用
サ
ー
ビ
ス
）規
格（
Ｊ

Ｉ
Ｓ
）の
素
案
作
成
を
行
っ
た
。

（
２
）
関
連
機
関
実
施
の
高
齢
者
・
障

害
者
配
慮
設
計
指
針
規
格
作
成
及
び
調

査
研
究
に
関
す
る
協
力

ア
ク
セ
シ
ブ
ル
デ
ザ
イ
ン（
高
齢
者
・

障
害
者
配
慮
設
計
指
針
）に
関
係
す
る

調
査
・
研
究
並
び
に
規
格
作
成
を
行
っ

て
い
る
機
関
と
連
携
し
、
ア
ク
セ
シ
ブ

ル
デ
ザ
イ
ン
標
準
化（
住
宅
設
備
機
器

等
）へ
の
協
力
を
行
っ
た
。

３
．
普
及
及
び
啓
発

開
発
・
販
売
・
市
場
化
さ
れ
た
共
用

品
・
共
用
サ
ー
ビ
ス
・
共
用
シ
ス
テ

ム
を
広
く
普
及
さ
せ
る
た
め
、
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
、
展
示
会
、
講
座
、
市
場
規
模

調
査
、
国
際
連
携
等
、
令
和
２
年
度
ま

で
に
実
践
し
て
き
た
事
項
を
基
に
行
っ

た
。

（
１
）
共
用
品
普
及
の
た
め
の
共
用
品

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
実
施

令
和
２
年
度
ま
で
に
行
っ
て
き
た
共

用
品
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
試
行
を
基

に
、
障
害
の
あ
る
人
を
含
む
多
く
の
消

費
者
が
、
的
確
な
共
用
品
を
選
択
で
き

る
仕
組
み
を
構
築
す
る
た
め
、
使
い
や

す
さ
や
検
索
の
し
や
す
さ
に
つ
い
て
検

討
し
た
。
そ
の
後
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を

構
築
し
試
行
を
開
始
し
た
。

（
２
）
共
用
品
・
共
用
サ
ー
ビ
ス
展
示

会
の
実
施

「
高
齢
者
・
障
害
者
配
慮
の
展
示
会

ガ
イ
ド
」
を
活
用
す
る
展
示
会
主
催
者

に
協
力
し
、
展
示
会
に
お
け
る
高
齢

者
・
障
害
者
配
慮
の
実
践
を
継
続
し
た
。

ま
た
、
共
用
品
の
展
示
会
を
実
施
し
、

よ
り
多
く
の
人
た
ち
に
共
用
品
及
び
共

用
品
の
考
え
方
を
普
及
し
た
。（
国
際

福
祉
機
器
展
等
）

（
３
）
共
用
品
・
共
用
サ
ー
ビ
ス
に
関

す
る
講
座
等
の
実
施
・
検
証

共
用
品
・
共
用
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る

講
座
に
関
し
て
①
対
象（
企
業
、
業
界

団
体
、
ア
ク
セ
シ
ブ
ル
デ
ザ
イ
ン
推
進

協
議
会
＝
Ａ
Ｄ
Ｃ
）、
一
般
市
民
、
就
学

前
の
子
供
～
大
学
院
生
等
ご
と
に
、
②

伝
え
る
事
項（
コ
ン
テ
ン
ツ
）、
視
覚
的

ツ
ー
ル（
共
用
品
の
サ
ン
プ
ル
、
Ｐ
Ｐ

Ｔ
、
ビ
デ
オ
等
）、
③
配
布
資
料
等
を
用

意
し
、
対
面
及
び
オ
ン
ラ
イ
ン
講
座
を

実
施
し
た
。

（
４
）
障
害
当
事
者
等
の
ニ
ー
ズ
の
収
集

障
害
の
あ
る
人
達
を
対
象
と
し
た

ニ
ー
ズ
や
ア
イ
デ
ィ
ア
を
継
続
的
に
収

集
し
な
が
ら
、
収
集
し
た
ニ
ー
ズ
を
基

に
共
用
品
の
重
要
性
を
深
め
、
普
及
を

促
進
す
る
教
材
の
検
討
を
行
っ
た
。

（
５
）
共
用
品
・
共
用
サ
ー
ビ
ス
に
関

す
る
情
報
の
収
集
及
び
提
供

本
財
団
の
活
動
や
収
集
し
た
関
係

情
報
を
掲
載
し
た
機
関
誌
、
電
子
メ
ー

ル
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
、
各
種
媒
体
な
ど

で
情
報
を
継
続
的
に
提
供
し
た
。
不
便

さ
調
査
報
告
書
の
冊
子
を
希
望
者
に
実

費
配
布
し
、
個
人
・
法
人
へ
の
啓
発
を

行
っ
た
。



2022.7.25 4

インクル  第139号

「
コ
ロ
ナ
禍
で
の
新
し
い
生
活
様
式
に
関
す
る 

  
不
便
さ
・
ニ
ー
ズ
等
」
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

を
き
っ
か
け
に
、
３
密
の
回
避
や
人
と

の
距
離
の
確
保
等
の
「
新
し
い
生
活
様

式
」
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

障
害
の
あ
る
方
や
高
齢
の
方
が
実
施
す

る
に
は
、
困
難
な
点
も
多
く
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
共
用
品
推
進
機
構
で
は
「
新

た
な
生
活
様
式
に
お
け
る
製
品
・
サ
ー

ビ
ス
の
障
害
者
・
高
齢
者
配
慮
に
関
す

る
標
準
化
に
む
け
た
調
査
」
を
実
施
し

ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、一
部
の
地
域
、一
部
の
障

害
者
団
体
が
行
っ
て
い
る
「
新
型
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
で
の
障
害
者
・
高
齢
者

が
感
じ
て
い
る
不
便
さ
調
査
」
で
抽
出

さ
れ
た
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
配

慮
事
項
と
現
状
を
把
握
す
る
た
め
、
全

国
規
模
の
当
事
者
団
体
で
あ
る
日
本
障

害
フ
ォ
ー
ラ
ム（
Ｊ
Ｄ
Ｆ
）の
加
盟
団
体

の
ご
協
力
を
仰
ぎ
、
同
フ
ォ
ー
ラ
ム
加

盟
の
当
事
者
団
体
の
方
々
に
コ
ロ
ナ
禍

に
お
け
る
不
便
、
便
利
、
希
望
す
る
モ
ノ

や
コ
ト
に
関
し
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

行
い
ま
し
た
。

調
査
概
要

【
調
査
形
式
】
ウ
ェ
ブ
入
力
と
用
紙
に

よ
る
記
入
式
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

【
対
象
者
】
日
本
障
害
フ
ォ
ー
ラ
ム（
Ｊ

Ｄ
Ｆ
）
の
加
盟
団
体
11
団
体

【
回
答
者
属
性
】ア
ン
ケ
ー
ト
は
３
５
６

名
の
方
に
ご
回
答
い
た
だ
き
ま
し
た
。

障
害
及
び
身
体
特
性
に
つ
い
て
は
次

の
通
り
で
す
。

全
盲
１
０
０
名
、
弱
視
33
名
、
ろ
う

39
名
、
難
聴
・
中
途
失
聴
34
名
、
盲
ろ

う
57
名
、
上
肢
障
害
２
名
、
下
肢
障
害

8
名
、
上
下
肢
障
害
12
名
、
パ
ー
キ
ン

ソ
ン
病
２
名
、
知
的
障
害
20
名
、
発
達

障
害
17
名
、
精
神
障
害
18
名
、
認
知
症

１
名
、
そ
の
他
・
無
回
答
13
名
。

こ
こ
で
は
い
た
だ
い
た
回
答
の
一
部

を
場
面
ご
と
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

１
．
買
い
物

①
不
便
な
こ
と

・
レ
ジ
に
並
ぶ
位
置
を
示
す
足
マ
ー
ク

が
わ
か
ら
ず
不
便
。（
全
盲
60
代
女
性
）

・
店
員
さ
ん
が
マ
ス
ク
な
の
で
話
し
て

い
る
こ
と
が
わ
か
ら
な
い
。（
ろ
う

30
代
女
性
）

②
良
か
っ
た
こ
と

・
コ
ロ
ナ
の
感
染
リ
ス
ク
が
あ
る
中
で

も
、
嫌
な
顔
を
全
く
せ
ず
に
ス
ー

パ
ー
の
店
員
さ
ん
が
買
い
物
に
つ
き

あ
っ
て
く
れ
る
。（
全
盲
50
代
女
性
）

・
店
先
に
消
毒
薬
が
置
か
れ
て
い
る
と

こ
ろ
が
多
く
、安
心
だ
っ
た
。（
精
神

障
害
20
代
男
性
）

③
あ
っ
た
ら
嬉
し
い
こ
と

・「
カ
ー
ド
あ
り
ま
す
か
」
な
ど
の
指

差
し
で
意
思
疎
通
で
き
る
シ
ー
ト
を

レ
ジ
の
台
な
ど
に
貼
る
と
嬉
し
い
。

（
ろ
う
20
代
男
性
）

２
．
外
食

①
不
便
な
こ
と

・
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
注
文
す
る
の
が
難
し

い
。（
全
盲
60
代
男
性
）

・
マ
ス
ク
で
互
い
に
声
が
聞
こ
え
に

く
く
、注
文
違
い
が
し
ば
し
ば
起
き

る
。（
難
聴
・
中
途
失
聴
50
代
男
性
）

②
良
か
っ
た
こ
と

・
店
員
に
よ
る
声
掛
け
が
あ
る
こ
と

で
、
ス
ム
ー
ズ
に
座
席
へ
の
誘
導
や

注
文
、食
事
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。

（
弱
視
40
代
男
性
）

・
耳
が
聞
こ
え
な
い
と
言
っ
た
ら
、
筆

談
で
応
対
し
て
く
れ
た
。（
ろ
う
30

代
女
性
）

③
あ
っ
た
ら
嬉
し
い
こ
と

・
質
問
や
メ
ニ
ュ
ー
の
説
明
を
文
字
な

ど
で
表
示
し
た
ボ
ー
ド
な
ど
。（
難

聴
・
中
途
失
聴
40
代
女
性
）

・
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
注
文
方
式
で
、
パ
ネ

ル
に
音
声
が
の
っ
て
く
れ
た
ら
あ
り

た
い
。（
弱
視
70
代
女
性
）

３
．
交
通
機
関

①
不
便
な
こ
と

・
声
掛
け
や
誘
導
し
て
く
れ
る
人
が
減

り
、
こ
ち
ら
か
ら
も
お
願
い
し
に
く

い
。（
全
盲
50
代
男
性
）

・
つ
り
革
や
ポ
ー
ル
に
触
る
の
が
不
安

だ
っ
た
。（
精
神
障
害
20
代
男
性
）

②
良
か
っ
た
こ
と

・
コ
ロ
ナ
禍
で
も
駅
員
の
方
や
周
り
の

方
が
、
声
を
か
け
て
く
れ
る
。（
全

盲
40
代
女
性
）
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③
あ
っ
た
ら
嬉
し
い
こ
と

・
手
話
が
出
来
る
運
転
士
が
い
れ
ば
嬉

し
い
。（
ろ
う
20
代
男
性
）

・
窓
を
開
け
て
換
気
を
し
て
い
る
と
安

心
し
て
電
車
に
乗
れ
ま
す
。（
発
達

障
害
20
代
男
性
）

４
．
娯
楽
・
ス
ポ
ー
ツ

①
不
便
な
こ
と

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ラ
イ
ブ
放
送
な

ど
に
字
幕
が
つ
い
て
い
な
い
。（
難

聴
・
中
途
失
聴
60
代
女
性
）

・
活
動
す
る
人
数
を
制
限
す
る
た
め
に
、

日
数
や
時
間
が
減
っ
た
。（
知
的
障
害
）

②
良
か
っ
た
こ
と

・
入
り
口
で
の
非
接
触
の
検
温
や
手
指

消
毒
な
ど
、
係
の
方
が
サ
ポ
ー
ト
し

て
く
れ
た
。（
弱
視
50
代
女
性
）

・
コ
ロ
ナ
の
中
で
も
素
敵
な
音
楽
や
芸

術
、
ス
ポ
ー
ツ
に
頑
張
る
人
た
ち
を

み
て
元
気
を
も
ら
え
た
こ
と
。（
精

神
障
害
30
代
女
性
）

③
あ
っ
た
ら
嬉
し
い
こ
と

・
会
場
に
入
れ
な
い
人
へ
の
ネ
ッ
ト
配

信
な
ど
の
シ
ス
テ
ム
。（
上
下
肢
障

害
30
代
女
性
）

・
映
画
や
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
な
ど
で
す
べ

て
の
施
設
で
音
声
ガ
イ
ド
が
つ
い
て

ほ
し
い
。（
全
盲
50
代
男
性
）

５
．
イ
ベ
ン
ト

①
不
便
な
こ
と

・
ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
な
ど
と
多
く
の
人

が
集
ま
る
所
に
出
掛
け
ら
れ
な
い
こ

と
。（
全
盲
60
代
女
性
）

②
良
か
っ
た
こ
と

・
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
参
加
の
時
、
視
覚

的
、
聴
覚
的
情
報
の
提
供
を
し
て
く

だ
さ
る
、
盲
ろ
う
者
向
け
通
訳
・
介

助
員
。（
盲
ろ
う
60
代
男
性
）

・
オ
ン
ラ
イ
ン
で
は
遠
方
の
イ
ベ
ン
ト

に
も
参
加
し
や
す
い
の
で
、
地
方
に

住
ん
で
い
る
者
と
し
て
は
あ
り
が
た

い
と
思
っ
て
い
る
。（
発
達
障
害
30

代
女
性
）

③
あ
っ
た
ら
嬉
し
い
こ
と

・
文
字
に
よ
る
ア
ナ
ウ
ン
ス
や
ガ
イ
ド
の

表
示
。（
難
聴
・
中
途
失
聴
40
代
女
性
）

６
．
仕
事
・
勉
学

①
不
便
な
こ
と

・
複
数
人
で
の
会
議
の
内
容
が
分
か
ら

な
い
。（
ろ
う
30
代
女
性
）

・
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
ツ
ー
ル
を
利
用
す

る
機
会
が
増
え
た
が
、
ア
ク
セ
シ
ビ

リ
テ
ィ
が
高
い
も
の
ば
か
り
で
は
な

く
、
操
作
に
手
間
取
る
こ
と
が
あ

る
。（
弱
視
40
代
男
性
）

②
良
か
っ
た
こ
と

・
筆
談
を
し
て
く
れ
る
か
ら
助
か
る
。

（
ろ
う
20
代
男
性
）

・
資
料
の
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
事
前
配

布
。（
全
盲
70
代
男
性
）

③
あ
っ
た
ら
嬉
し
い
こ
と

・
手
話
・
字
幕
の
用
意
が
あ
る
と
う
れ

し
い
。（
難
聴
・
中
途
失
聴
50
代
男
性
）

・
行
っ
て
い
る
配
慮
を
検
索
で
き
る

サ
ー
ビ
ス
が
ほ
し
い
。（
弱
視
50
代

女
性
）

７
．
情
報
取
得
・
発
信

①
不
便
な
こ
と

・
文
字
の
情
報
が
少
な
い
。（
ろ
う
30

代
女
性
）

・
触
手
話
な
の
で
、都
度
消
毒
が
必
要

で
困
る
。（
盲
ろ
う
30
代
女
性
）

②
良
か
っ
た
こ
と

・
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
の
扱
い
方
を
覚
え
た
ら
、

出
か
け
て
い
か
な
く
て
も
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
な
ど
に
参
加
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
。（
全
盲
50
代
女
性
）

③
あ
っ
た
ら
嬉
し
い
こ
と

・
も
っ
と
い
ろ
い
ろ
な
サ
イ
ト
で
、ア

ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
ー
が
進
む
と
良

い
。（
全
盲
50
代
男
性
）

・
生
放
送
で
手
話
通
訳
設
置
あ
っ
た
ら

嬉
し
い
。（
ろ
う
20
代
女
性
）

８
．
検
査
・
ワ
ク
チ
ン
接
種

①
不
便
な
こ
と

・
接
種
券
な
ど
の
書
類
の
内
容
が
読
め

な
い
。（
全
盲
50
代
女
性
）

・
予
約
方
法
が
分
か
り
に
く
い
。（
難

聴
・
中
途
失
聴
70
代
男
性
）

②
良
か
っ
た
こ
と

・
か
か
り
つ
け
医
で
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

が
で
き
た
こ
と
。（
盲
ろ
う
60
代
男

性
）

・
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
会
場
に
て
、手
引

き
や
代
筆
を
自
ら
頼
ま
な
く
て
も
、

進
ん
で
手
伝
っ
て
も
ら
え
た
事
は
と

て
も
う
れ
し
い
で
す
。（
全
盲
40
代

男
性
）

③
あ
っ
た
ら
嬉
し
い
こ
と

・
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
案
内
を
点
字
対
応

で
お
願
い
し
た
い
。（
全
盲
70
代
女
性
）

・
受
付
な
ど
で
筆
談
ボ
ー
ド
を
用
意
し

て
く
れ
た
ら
あ
り
が
た
い
。（
ろ
う

30
代
女
性
）

今
後
は
こ
の
調
査
を
現
状
と
課
題
に

ま
と
め
、
解
決
案
を
提
示
し
て
い
く
予

定
で
す
。

田た
く
ぼ窪
友と
も
か
ず和
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

拡
大
に
よ
り
、
日
本
は
も
と
よ
り
世

界
各
国
は
新
し
い
生
活
様
式
の
導
入

が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。

日
本
提
案
で
制
定
さ
れ
た
Ｉ
Ｓ
Ｏ

／
Ｉ
Ｅ
Ｃ
ガ
イ
ド
71
、
国
内
で
は
Ｊ

Ｉ
Ｓ 
Ｚ 
８
０
７
１（
規
格
に
お
け

る
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
配
慮
の
た
め

の
ガ
イ
ド
）
で
は
、
高
齢
者
及
び
障

害
の
あ
る
人
々
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し

た
規
格
作
成
配
慮
指
針
に
つ
い
て
43

種
類
の
関
連
規
格
が
発
行
さ
れ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
各
種
ウ
イ
ル
ス
等

の
感
染
及
び
感
染
拡
大
の
状
況
下
は

想
定
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

共
用
品
推
進
機
構
で
は
、
新
し
い

生
活
様
式
に
対
応
で
き
る
方
法
の
可

視
化
を
確
認
す
る
た
め
に
、
国
内
調

査
を
す
す
め
て
い
ま
し
た
。し
か
し
、

冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
、
感
染
症
の

拡
大
は
世
界
で
共
通
の
課
題
の
た

め
、
今
回
ア
ジ
ア
15
か
国
に
向
け
て

そ
の
実
態
調
査
を
計
画
し
、
実
施
し

ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、
そ
の
調
査
結
果
の
一

部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

調
査
概
要

【
調
査
形
式
】

ア
ジ
ア
各
国
の
障
害
者
団
体
と
の

連
携
が
深
い
佐さ

の野
竜り
ゅ
う
へ
い平
教
授（
法
政

大
学
）ご
協
力
の
も
と
、
障
害
当
事

者
・
家
族
・
専
門
家
へ
記
入
式
ア
ン

ケ
ー
ト
及
び
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
聞
き

取
り
形
式
で
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

【
回
答
者
属
性
】

ア
ン
ケ
ー
ト
対
象
国
は
15
か
国

（
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
、
バ
ン
グ
ラ
デ

シ
ュ
、
ブ
ル
ネ
イ
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、

イ
ン
ド
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
ラ
オ
ス
、

マ
レ
ー
シ
ア
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
ネ

パ
ー
ル
、
パ
キ
ス
タ
ン
、
フ
ィ
リ
ピ

ン
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
タ
イ
、
ベ
ト

ナ
ム
）。

障
害
及
び
身
体
特
性
に
つ
い
て
は

次
の
通
り
で
す
。

視
覚
障
害
、
聴
覚
障
害
、
肢
体
不

自
由
、
知
的
・
精
神
障
害
、（
自
閉

症
を
含
む
）発
達
障
害
。

【
改
善
が
必
要
な
項
目
】

新
し
い
生
活
様
式
に
お
い
て
配
慮

が
必
要
と
思
わ
れ
る
場
面
や
モ
ノ
・

コ
ト
は
次
の
と
お
り
で
し
た
。

①
場
面

・
店
舗
／
交
通
機
関
／
イ
ベ
ン
ト
・
他

②
機
器
等
（
モ
ノ
）

・
感
染
予
防
に
関
す
る
機
器
、
製
品

・
手
を
触
れ
て
使
う
機
器
、
製
品

・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
用
機
器
等

③
情
報

・
音
声
、
音
情
報

・
文
字
情
報

・
街
頭
情
報
（
音
声
・
他
）

・
緊
急
情
報

・
嗅
覚
情
報

④
サ
ー
ビ
ス
（
人
的
応
対
）

・
声
か
け

・
説
明

・
誘
導

ま
た
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
、
次

の
よ
う
な
要
望
が
あ
る
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。

①
感
染
予
防
の
た
め
に
使
用
す
る
機

器
が
、
ど
こ
に
あ
る
か
、
ど
の
よ

う
に
使
う
か
、
障
害
者
、
高
齢
者

が
わ
か
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。

②
感
染
予
防
の
た
め
に
行
う
「
人
と

人
と
の
距
離
を
と
る
」
等
の
ル
ー

ル
は
、
障
害
者
、
高
齢
者
も
実
行

可
能
な
方
法
に
し
て
ほ
し
い
。

③
複
数
の
人
が
触
れ
る
機
器
等
に
関

し
て
は
、
ウ
イ
ル
ス
が
付
着
し
な

い
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。

④
各
種
情
報
は
、
障
害
者
、
高
齢
者

が
理
解
で
き
る
方
式
で
提
供
し
て

ほ
し
い
。

⑤
各
種
サ
ー
ビ
ス
（
人
的
応
対
を
含

む
）
は
、
対
象
と
す
る
障
害
者
・

高
齢
者
の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
て
い
る

も
の
に
し
て
ほ
し
い
。

⑥
感
染
蔓
延
に
よ
り
通
常
の
方
法
で

行
う
こ
と
が
困
難
な
集
ま
り
を
代

替
様
式
で
行
う
場
合
（
例
：
会
議

→
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
）
は
、
障
害

者
・
高
齢
者
が
利
用
で
き
る
様
式

で
行
っ
て
ほ
し
い
。

ど
の
よ
う
な
対
応
が
必
要
か
、
さ

ら
に
分
析
し
、
ま
と
め
て
い
く
予
定

で
す
。
な
お
、
詳
細
は
共
用
品
推
進

機
構
調
査
報
告
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま

す
。

木き
は
ら原

慶け
い
こ子

共
用
品
推
進
機
構
調
査
報
告

h
ttp

s://w
w

w
.kyo

yo
h

in
.o

rg
/ja/

research/report_goodthings.php
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共用品推進機構の事業
モニタリング調査

本
人
に
聞
く
意
味

１
９
８
１
年
、
国
連
が
提
唱
し
た

国
際
障
害
者
年
の
テ
ー
マ
「
完
全
参

加
と
平
等
」
は
、
そ
れ
ま
で
障
害
の

あ
る
人
と
な
い
人
の
距
離
が
離
れ

て
い
た
こ
と
に
改
め
て
気
づ
か
さ

れ
る
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。
距

離
を
縮
め
る
た
め
に
、
各
種
製
品
企

画
・
開
発
者
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
の

中
で
、
障
害
者
の
ニ
ー
ズ
を
知
る
必

要
が
あ
っ
た
人
た
ち
の
多
く
は
、
障

害
当
事
者
で
は
な
く
、
障
害
に
関
す

る
専
門
家
や
周
り
の
人
に
障
害
者
の

ニ
ー
ズ
を
聞
く
こ
と
で
、
ニ
ー
ズ
を

理
解
し
た
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
私

も
そ
の
一
人
で
す
。

専
門
家
の
話
や
文
献
は
、
知
識
を

豊
富
に
す
る
の
に
は
大
変
役
立
っ

た
の
で
す
が
、
目
の
前
に
い
る
障
害

者
が
今
、
ど
ん
な
ニ
ー
ズ
を
持
っ
て

い
る
か
に
は
、
か
え
っ
て
邪
魔
に
な

る
知
識
で
も
あ
り
ま
し
た
。
患
者
が

目
の
前
に
い
る
の
に
、
目
の
前
の
顔

色
、
表
情
は
見
ず
に
、
パ
ソ
コ
ン
画

面
に
映
し
出
さ
れ
て
い
る
患
者
の

デ
ー
タ
だ
け
み
て
い
る
一
部
の
医
師

と
よ
く
似
た
状
況
で
す
。

腹
を
割
っ
て
話
す
人

私
が
盲
児
の
玩
具
開
発
を
始
め
た

40
年
以
上
前
、
朝
日
新
聞
に
「
盲
と

目
あ
き
社
会
」
を
連
載
さ
れ
て
い
た

論
説
委
員
の
藤ふ
じ
た田

真し
ん
い
ち一

さ
ん
か
ら
、

「
あ
な
た
が
そ
の
仕
事
を
続
け
る
の

で
あ
れ
ば
、
何
で
も
話
せ
る
障
害
の

あ
る
友
人
を
少
な
く
と
も
一
人
も
つ

べ
き
で
す
」
と
言
わ
れ

ま
し
た
。
そ
の
言
葉
は

今
で
も
引
き
出
し
に

あ
り
、
事
あ
る
ご
と
に

開
け
て
は
確
認
し
て

い
ま
す
。

全
盲
の
人
の
家
に

招
か
れ
、
私
以
外
の

３
人
は
全
盲
、
点
字

付
き
ト
ラ
ン
プ
で
４
人
一
緒
に
昼
か

ら
ゲ
ー
ム
。
時
間
も
忘
れ
熱
中
し
て

い
る
と
、
徐
々
に
陽
が
落
ち
始
め
部

屋
の
中
が
暗
く
な
り
、
目
で
カ
ー
ド

の
数
字
を
確
認
し
て
い
た
私
だ
け
、

「
数
字
が
見
え
な
い
」
状
況
に
な
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
全
盲
の
人
達
と

の
付
き
合
い
が
浅
い
私
は
「
電
気
つ

け
て
い
い
で
す
か
」
を
聞
く
こ
と
が

失
礼
に
あ
た
る
と
勝
手
に
思
い
こ
ん

で
い
ま
し
た
。
短
い
時
間
で
は
あ
り

ま
し
た
が
、
全
く
見
え
な
く
な
り
蚊

の
鳴
く
よ
う
な
小
さ
な
声
で「
電
気
、

つ
け
て
も
い
い
で
す
か
？
」
と
言
う

と
、
全
盲
の
３
人
か
ら
同
時
に
「
な

ん
で
そ
ん
な
こ
と
を
早
く
言
わ
な
い

ん
だ
！
」
と
、
笑
い
な
が
ら
も
こ
っ

ぴ
ど
く
責
め
ら
れ
ま
し
た
。そ
の
時
、

藤
田
さ
ん
の
言
っ
た
ほ
ん
と
う
の
意

味
が
分
か
っ
た
気
が
し
た
の
で
す
。

で
、
距
離
は
縮
ま
っ
た
か
？

国
際
障
害
者
年
の
後
は
、
同
じ
く

国
連
の
「
障
害
者
権
利
条
約
」、
そ
し

て
、
日
本
で
は
「
障
害
者
差
別
解
消

法
」
が
制
定
さ
れ
、
合
理
的
配
慮
の

推
進
、
さ
ら
に
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
「
誰

一
人
取
り
残
さ
な
い
社
会
」
が
ま
く

ら
言
葉
の
よ
う
に
使
わ
れ
始
め
、
時

代
は
共
生
社
会
に
舵
が
と
ら
れ
て
い

る
よ
う
に
見
え
ま
す
。

確
か
に
、
各
種
バ
リ
ア
フ
リ
ー
、

ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
は
整
備
さ
れ
、
障
害
の
有
無
の
距

離
は
縮
ま
っ
た
か
の
よ
う
に
見
え
ま

す
。大
き
な
前
進
と
は
思
い
ま
す
が
、

距
離
が
あ
る
こ
と
は
、
多
く
の
場
面

で
感
じ
ま
す
。
感
じ
る
距
離
を
縮
め

る
方
法
の
一
つ
が
、
共
用
品
推
進
機

構
の
事
業
で
い
う
と
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

で
す
。
で
き
あ
が
っ
て
し
ま
っ
た
製

品
で
は
な
く
、
企
画
段
階
、
試
作
段

階
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
当
事
者
に
話
を

聞
く
、
実
際
に
使
っ
て
も
ら
う
、
率

直
な
感
想
を
聞
く
、
修
繕
可
能
な
こ

と
は
改
善
す
る
と
い
う
一
連
の
プ
ロ

セ
ス
で
す
。

機
構
で
は
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査

の
相
談
、
依
頼
を
受
け
る
こ
と
が
多

く
あ
り
ま
す
。
口
頭
で
な
く
用
紙
に

記
載
し
て
も
ら
う
と
こ
ろ
か
ら
始
め

て
い
ま
す
。
必
要
で
あ
れ
ば
、
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

星ほ
し
か
わ川
安や
す
ゆ
き之

ご依頼記入シート
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ISO/TC 173/SC 7/WG 7
ＷＤ ６２７３の進捗状況について

共
用
品
推
進
機
構
が
事
務
局
を
担

当
す
る
Ｉ
Ｓ
Ｏ
／
Ｔ
Ｃ
１
７
３
の
分

科
会
Ｓ
Ｃ
７
に
お
い
て
、
昨
年
の
３

月
に
、
新
規
規
格
作
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
が
動
き
始
め
ま
し
た
。
こ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
た
め
に
設
立
し
た
Ｗ
Ｇ

７
の
そ
の
後
の
状
況
を
報
告
い
た
し

ま
す
。

＊
Ｔ
Ｃ
：
技
術
委
員
会  

Ｓ
Ｃ
：
分
科
会

規
格
名
は
、「
Ｗ
Ｄ
６
２
７
３ 

感

覚
機
能
に
障
害
の
あ
る
人
が
使
用
す

る
福
祉
用
具
の
ユ
ー
ザ
ー
ニ
ー
ズ
調

査
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」。
障

害
が
あ
る
人
が
使
用
す
る
福
祉
用
具

に
関
す
る
調
査
を
す
る
際
に
、
配
慮

す
る
事
項
を
規
定
し
た
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
で
す
。

規
格
の
特
徴

①
日
本
で
の
調
査
結
果
を
採
用

こ
の
規
格
原
案
を
作
成
す
る
た

め
、
当
機
構
で
調
査
を
行
い
ま
し

た
。
対
象
は
、
視
覚
、
聴
覚
、
言
語

に
障
害
の
あ
る
人
、
車
椅
子
、
杖
使

用
者
、
色
覚
異
常
の
人
で
す
。
そ
の

人
た
ち
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
、
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
な
ど
を
行
う
と
き
に
考

慮
す
べ
き
項
目
を
集
め
ま
し
た
。

②
調
査
の
分
析
に
は
言
及
し
な
い

こ
の
規
格
は
、
障
害
の
あ
る
人
た

ち
へ
の
調
査
の
際
に
必
要
な
配
慮
事

項
を
規
定
す
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

そ
の
た
め
、
企
業
、
教
育
機
関
な
ど

が
調
査
を
行
っ
た
場
合
、
結
果
を
ど

の
よ
う
に
分
析
す
る
か
は
、
調
査
対

象
者
が
障
害
の
あ
る
人
の
場
合
も
、

一
般
の
人
と
か
わ
ら
な
い
た
め
、
分

析
に
関
し
て
は
、
規
定
し
な
い
こ
と

と
し
ま
し
た
。

エ
キ
ス
パ
ー
ト
の
数
が
足
り
な
い
！

こ
の
規
格
は
３
年
が
か
り
で
国
際

提
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
が
、
軌
道

に
乗
る
ま
で
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
停

止
す
る
こ
と
が
何
度
か
あ
り
ま
し

た
。規

格
の
審
議
に
必
要
な
エ
キ
ス

パ
ー
ト
の
数
は
、
Ｓ
Ｃ
７
の
場
合
は

４
名
。
承
認
時
は
そ
の
数
を
満
た
し

て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
Ｗ
Ｇ
へ
の

登
録
を
し
な
い
、
ま
た
は
国
の
事
情

で
Ｗ
Ｇ
を
抜
け
ざ
る
を
え
な
い
エ
キ

ス
パ
ー
ト
が
い
て
、
こ
の
４
名
を
下

回
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
た
び
に
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
の
中
央
事

務
局
に
相
談
し
た
り
、
い
く
つ
か
の

国
と
交
渉
し
て
エ
キ
ス
パ
ー
ト
を
推

薦
し
て
も
ら
っ
た
り
し
な
が
ら
、
３

月
に
再
ス
タ
ー
ト
す
る
ま
で
、
何
度

も
山
を
乗
り
越
え
て
き
ま
し
た
。
現

在
の
参
加
国
は
、
ス
ペ
イ
ン
、
ド
イ

ツ
、
韓
国
、
日
本
で
す
。

次
の
ス
テ
ー
ジ
へ

こ
の
規
格
は
現
在
、
ワ
ー
キ
ン

グ
・
ド
ラ
フ
ト（
Ｗ
Ｄ
）
と
い
う
ス

タ
ー
ト
の
段
階
に
あ
り
ま
す
が
、
間

も
な
く
、
次
の
ス
テ
ー
ジ
に
進
み
ま

す
。
こ
の
段
階
で
は
、
Ｗ
Ｇ
だ
け
で

な
く
、
Ｓ
Ｃ
の
メ
ン
バ
ー
か
ら
も
、

規
格
に
関
す
る
意
見
が
集
ま
り
ま

す
。プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
続
け
ら
れ
る
喜

び
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
も
Ｗ
Ｇ
、

Ｓ
Ｃ
メ
ン
バ
ー
と
協
力
し
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
行
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。金か

な
ま
る丸
淳じ
ゅ
ん
こ子オンライン会議

ISO/TC 173 構成図
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「アクセシブルサービスに関する JIS」規格の作成に向けて
～共に考え、共に創ることの大切さ～

令
和
元
年
度
よ
り
、
ア
ク
セ
シ
ブ

ル
サ
ー
ビ
ス
を
推
進
す
る
た
め
、
調

査
及
び
標
準
化
の
推
進
を
行
っ
て
い

ま
す
。

ア
ク
セ
シ
ブ
ル
サ
ー
ビ
ス
と
は

「
ア
ク
セ
シ
ブ
ル
サ
ー
ビ
ス
」
と

は
、「
障
害
の
あ
る
人
々
及
び
高
齢

者
な
ど
の
利
用
者
と
サ
ー
ビ
ス
提

供
者
が
共
に
考
え
、
協
力
し
て
創
る

サ
ー
ビ
ス
」
の
こ
と
を
言
っ
て
い
ま

す
が
、
こ
れ
は
共
用
品
推
進
機
構
の

前
身
団
体
「
Ｅ
＆
Ｃ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
Ｅ
＆
Ｃ
）」
の
理
念
を
引
き
継
い
だ

考
え
方
で
す
。弊
機
構
は
当
初
よ
り
、

バ
リ
ア
フ
リ
ー
社
会
の
実
現
を
目
指

す
人
達
と
「
共
に
考
え
、
共
に
創
る
」

こ
と
を
大
切
に
し
て
き
ま
し
た
。
そ

こ
で
考
え
出
さ
れ
た
数
々
の
配
慮

は
、
こ
れ
ま
で
い
く
つ
も
の
共
用
品

（
＝
ア
ク
セ
シ
ブ
ル
デ
ザ
イ
ン
）
に

反
映
、
ま
た
規
格
と
し
て
採
用
さ
れ

現
在
の
モ
ノ
作
り
に
活
か
さ
れ
て
い

ま
す
。
一
方
、
ア
ク
セ
シ
ブ
ル
サ
ー

ビ
ス（
共
用
サ
ー
ビ
ス
と
も
い
う
）

は
、
サ
ー
ビ
ス
の
「
無
形
性
」、「
同

時
性
／
不
可
分
性
」、「
異
質
性
」、「
消

滅
性
」
そ
し
て
「
変
動
性
」
と
い
う

特
性
か
ら
統
一
が
難
し
い
状
況
で
し

た
。
し
か
し
、
Ｅ
＆
Ｃ
時
代
か
ら
調

査
を
重
ね
標
準
化
、
普
及
・
推
進
を

進
め
て
く
る
う
ち
に
、
サ
ー
ビ
ス
の

特
性
を
踏
ま
え
た
う
え
で
標
準
化
で

き
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
障
害
や
高
齢
に
つ
い
て
専

門
的
な
知
識
を
持
っ
た
方
々
や
、
業

界
団
体
の
Ａ
Ｄ
専
門
家
や
Ａ
Ｄ
を
学

術
的
に
研
究
し
て
い
る
先
生
方
に
ご

協
力
を
い
た
だ
き
委
員
会
を
設
立
、

経
済
産
業
省
や（
一
財
）
日
本
規
格

協
会
の
支
援
を
い
た
だ
き
審
議
を

行
っ
て
い
ま
す
。

み
ん
な
の
良
か
っ
た
こ
と
は
、
多
く

の
人
の
良
か
っ
た
こ
と
に
も
つ
な
が

る
可
能
性
が
あ
る

こ
の
規
格
の
ベ
ー
ス
に
な
っ
て
い

る
の
は
、
多
く
の
障
害
団
体
や
高
齢

者
団
体
、
業
界
団
体
な
ど
が
共
に
作

成
し
て
き
た
マ
ニ
ュ
ア
ル（
窓
口
マ

ニ
ュ
ア
ル
や
万
博
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
指
針
な

ど
）や
、
こ
れ
ま
で
誌
面
で
も
ご
紹
介

し
て
き
た
「
良
か
っ
た
こ
と
調
査
®
」

結
果
、
さ
ら
に
１
９
９
０
年
代
か
ら

行
っ
て
い
る
「
不
便
さ
調
査
」
の
中
に

眠
る
「
良
か
っ
た
こ
と
の
声
」
な
ど
、

Ａ
Ｄ
に
携
わ
る
人
達
の
生
き
た
経
験

で
す
。「
良
か
っ
た
こ
と
」
の
声
を
反

映
さ
せ
て
普
及
し
そ
れ
が
定
着
し
て

い
く
こ
と
で
、
ま
た
新
た
な
良
か
っ

た
こ
と
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
可

能
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

ア
ク
セ
シ
ブ
ル
サ
ー
ビ
ス

の
役
割

ア
ク
セ
シ
ブ
ル
サ
ー
ビ

ス
は
、「
ゼ
ロ
か
ら
プ
ラ

ス
へ
、
プ
ラ
ス
か
ら
さ
ら

な
る
プ
ラ
ス
へ
つ
な
げ
る

こ
と
」
と
い
う
良
さ
が
あ

り
ま
す
。
次
の
行
動
へ
、

そ
し
て
そ
れ
を
き
っ
か
け

に
さ
ら
に
広
く
深
く
様
々

な
活
動
に
参
加
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

り
、
参
加
す
る
こ
と
が
楽

し
く
な
っ
た
り
す
る
こ
と

に
つ
な
が
れ
ば
と
考
え
て

い
ま
す
。
他
方
、
こ
れ
ま

で
実
施
し
て
き
た
不
便
さ

調
査
も
引
き
続
き
行
っ
て
い
き
、
ア

ク
セ
シ
ブ
ル
デ
ザ
イ
ン
や
ア
ク
セ
シ

ブ
ル
サ
ー
ビ
ス
の
活
用
時
ま
た
普
及

時
に
生
じ
た
不
十
分
な
事
項
に
つ
い

て
、
不
便
さ
調
査
を
用
い
て
検
証
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

森も
り
か
わ川
美み

わ和図：アクセシブルサービスを提供するに当たり，配慮する要素の構成イメージ
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アクセシブルデザイン（共用品）検索（ADDB）運用開始

共
用
品
推
進
機
構
は
、
令
和
４
年

度
よ
り
「
ア
ク
セ
シ
ブ
ル
デ
ザ
イ
ン

（
共
用
品
）検
索（
Ａ
Ｄ
Ｄ
Ｂ
）サ
イ
ト
」

の
一
般
公
開
を
開
始
し
ま
し
た
。
本

検
索
サ
イ
ト
は
、
ア
ク
セ
シ
ブ
ル
デ

ザ
イ
ン
（
共
用
品
）
が
検
索
で
き
る

サ
イ
ト
を
目
指
し
て
開
設
し
た
「
共

用
品
デ
ー
タ
ベ
ー
ス（
２
０
０
９
年
）」

の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
版
で
す
。

Ａ
Ｄ
Ｄ
Ｂ
は
、
障
害
の
あ
る
人
達

が
「
自
分
た
ち
に
あ
っ
た
製
品
が
知

り
た
い
」、「
購
入
す
る
前
に
情
報
を

得
た
い
」
等
の
ご
意
見
を
基
に
、
利

用
者
（
障
害
の
あ
る
人
達
）
と
提
供

者
（
企
業
・
団
体
）
の
皆
さ
ん
と
共

に
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
い
な
が
ら
、

現
在
の
技
術
の
中
で
可
能
な
共
用
品

検
索
シ
ス
テ
ム
を
作
成
し
て
き
ま
し

た
。
Ａ
Ｄ
Ｄ
Ｂ
に
掲
載
す
る
共
用
品

の
配
慮
は
、Ｊ
Ｉ
Ｓ 

Ｓ 

０
０
２
０「
ア

ク
セ
シ
ブ
ル
デ
ザ
イ
ン
―
消
費
生
活

用
製
品
の
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
評
価

方
法
の
配
慮
事
項
」
を
参
考
に
し
て

い
ま
す
。
配
慮
事
項
は
主
に「
本
体
」、

「
表
示
」、「
操
作
」、「
取
り
扱
い
説
明

（
書
）」
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ

う
な
配
慮
が
あ
る
か
を
示
し
て
い
ま

す
。今

後
は
み
な
さ
ん
の
お
す
す
め
の

共
用
品
に
つ
い
て
も
ご
意
見
を
う
か

が
う
機
会
を
作
り
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

田
窪
友
和
・
森
川
美
和図：登録手順画面イメージ（https://kyoyohin.org/addb/ADDB_manual.html）

図：検索、登録画面イメージ（https://addb.kyoyohin.org/）
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共用品教材セットに新しい工夫が仲間入り
～さりげない配慮を見つける喜び、そして誰かに伝える楽しさ～

共
用
品
推
進
機
構
は
発
足
当
初
よ

り
、
幼
児
か
ら
大
学
生
を
対
象
と
し

た
共
用
品
授
業
・
講
座
等
を
展
開
し

て
き
ま
し
た
。
授
業
を
行
う
上
で
、

特
に
児
童
・
生
徒
向
け
に
作
成
し
た

「
共
用
品
教
材
セ
ッ
ト
」
は
、
配
慮
を

見
た
り
触
っ
た
り
す
る
こ
と
が
で
き

る
た
め
、
子
ど
も
達
に
と
っ
て
分
か

り
や
す
く
好
評
で
す
。

新
し
い
共
用
品
教
材
セ
ッ
ト
の
選
定

長
ら
く
愛
用
し
て
い
る
教
材
セ
ッ

ト
で
す
が
、
作
成
か
ら
15
年
経
過

し
、
共
用
品
の
配
慮
も
日
々
新
し
く

増
え
続
け
て
い
ま
す
の
で
、
昨
年
度

事
業
と
し
て
、
基
本
的
な
共
用
品
に

新
た
な
視
点
を
持
っ
た
共
用
品
を
加

え
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
新
し
い
共

用
品
を
選
定
す
る
に
あ
た
っ
て
は

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
設
置
し
、

３
名
の
メ
ン
バ
ー
に
そ
れ
ぞ
れ
視
覚

障
害
の
あ
る
人
、
聴
覚
障
害
の
あ
る

人
、
車
椅
子
を
使
用
し
て
い
る
人
な

ど
が
使
い
や
す
い
共
用
品
と
い
う
視

点
で
選
定
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
そ
の
中
か
ら
、
現
役
の
教
員

に
学
校
現
場
で
活
用
し
や
す
い
共
用

品
を
選
択
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

共
用
品
の
配
慮
が
よ
り
身
近
に

振
動
や
報
知
光
、
字
幕
な
ど
の
配

慮
は
、
十
数
年
前
に
は
い
く
つ
か
の

製
品
に
採
用
さ
れ
て
い
た
も
の
の
、

一
般
的
に
入
手
し
や
す
い
状
況
に
遠

く
、
そ
の
た
め
子
ど
も
達
が
容
易
に

イ
メ
ー
ジ
で
き
る
よ
う
な
状
況
で
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
現
在

は
身
近
な
も
の
も
増
え
、
配
慮
を
伝

え
る
だ
け
で
、
そ
の
配
慮
の
あ
る
製

品
や
、
活
用
さ
れ
て
い
る
場
所
な
ど

様
々
な
意
見
が
聞
か
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

共
用
品
の
魅
力

共
用
品
授
業
の
醍
醐
味
は
何
と

言
っ
て
も
子
ど
も
達
の
姿
で
す
。
さ

り
げ
な
い
配
慮
を
見
つ
け
た
時
の
表

情
や
声
、
そ
れ
を
す
ぐ
に
誰
か
に
伝

え
よ
う
と
す
る
仕
草
や
動
き
を
見
る

度
に
、
共
用
品
の
底
力
の
よ
う
な
も

の
を
感
じ
ま
す
。
共
用
品
の
配
慮
を

知
る
こ
と
で
、
周
り
の
様
々
な
こ
と

に
も
気
付
き
や
す
く
な
る
の
で
、
社

会
モ
デ
ル
の
在
り
方
を
自
然
に
身
に

つ
け
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

子
ど
も
達
の
可
能
性

子
ど
も
達
の
中
に
は
、
共
用
品
に

触
れ
、
共
用
品
が
ど
う
や
っ
て
で
き

て
い
る
の
か
知
り
た
く
て
う
っ
か
り

分
解
し
て
し
ま
う
子
も
い
ま
す
。
大

人
の
視
点
に
立
つ
と
一
見「
壊
し
た
」

と
取
れ
る
よ
う
な
行
動
も
、
実
は
飽

く
な
き
探
求
心
の
結
果
生
じ
た
も
の

も
あ
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
子
ど
も

達
の
多
く
は
、
共
用
品
の
配
慮
を
知

る
こ
と
で
、
街
中
に
あ
る
点
字
、
音

声
や
文
字
で
の
案
内
表
示
の
意
味

や
、
そ
れ
を
使
う
人
に
心
を
寄
せ
、

大
切
に
扱
お
う
と
し
ま
す
。
や
が
て

社
会
を
担
う
子
ど
も
達
が
、
共
用
品

の
配
慮
や
そ
れ
を
作
る
人
達
の
思
い

を
知
る
こ
と
は
大
切
な
要
素
の
一
つ

で
、
そ
こ
に
共
用
品
授
業
を
継
続
す

る
こ
と
の
意
義
が
あ
る
よ
う
に
思
い

ま
す
。

森
川
美
和

追加した共用品教材
（光、振動、話す室温・湿度計など）

従来の共用品教材セット
（シャンプーの「きざみ」、牛乳パックの切り欠き、アルコール飲料の点字など）
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国際福祉機器展での展示
新しい日常・多様なニーズ～伝わるマスク展～

２
０
２
１
年
11
月
10
日
～
12
日
の
３

日
間
、国
際
福
祉
機
器
展
〈
主
催
：（
一

財
）保
健
福
祉
広
報
協
会
、（
福
） 

全
国

社
会
福
祉
協
議
会
〉
が
、
東
京
ビ
ッ
グ

サ
イ
ト
青
海
展
示
棟
で
開
催
さ
れ
、
最

新
の
福
祉
機
器
等
が
数
多
く
出
展
さ

れ
ま
し
た
。

共
用
品
推
進
機
構
は
、
主
催
者
コ
ー

ナ
ー
の
一
つ
で
あ
る「
日
常
生
活
支
援

用
品
コ
ー
ナ
ー
」で「
新
し
い
日
常
・
多

様
な
ニ
ー
ズ
～
伝
わ
る
マ
ス
ク
展
～
」

と
題
し
て
企
画
・
運
営
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
今
ま
で
に
「
片

手
で
使
え
る
モ
ノ
展
」、「
い
つ
ま
で
も

元
気
で
働
く
『
10
の
コ
ツ
』
展
」、「
マ
イ

サ
イ
ズ
展
」、「
十
人
十
色
展
」
な
ど
を

行
い
、
多
く
の
方
に
来
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
21
年
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
人
々

の
生
活
に
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
く

な
っ
た
「
マ
ス
ク
」
を
テ
ー
マ
に
、（
一

社
）日
本
衛
生
材
料
工
業
会
お
よ
び
杉

並
区
障
害
者
団
体
連
合
会
に
ご
協
力

い
た
だ
き
行
い
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
不
便
さ
・
ニ
ー
ズ
調
査

「
伝
え
る
マ
ス
ク
展
」
は
、
杉
並
区
障

害
者
団
体
連
合
会
が
所
属
団
体
の
会
員

に
行
っ
た「
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る『
不
便

さ
・
ニ
ー
ズ
調
査
』」の
さ
ま
ざ
ま
な
声

が
基
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
調
査
結

果
と
と
も
に
、マ
ス
ク
に
関
す
る
日
本

産
業
規
格（
Ｊ
Ｉ
Ｓ
）を
パ
ネ
ル
に
し
て

紹
介
し
ま
し
た
。

ア
ク
セ
シ
ブ
ル
な
マ
ス
ク

展
示
し
た
マ
ス
ク
で
、
障
害
の
あ
る

人
た
ち
も
使
い
や
す
い
特
徴
は
次
の
と

お
り
で
す
。

・
耳
の
不
自
由
な
人
の
中
で
、
相
手

の
口
の
形
を
読
ん
で
理
解
し
て
い

る
人
の
た
め
に
、
口
が
あ
た
る
部

分
は
透
明
の
シ
ー
ト
に
な
っ
て
い

る
マ
ス
ク

・
眼
鏡
を
し
て
い
る
人
の
眼
鏡
が
曇

り
に
く
い
マ
ス
ク

・
耳
に
ゴ
ム
を
か
け
る
こ
と
が
困
難
な

人
の
た
め
に
、
頭
の
後
ろ
で
留
め
る

タ
イ
プ
の
マ
ス
ク

マ
ス
ク
の
周
辺
の
モ
ノ

マ
ス
ク
を
す
る
こ
と
で
困
難
に
な
る

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
、
筆
談
器
や

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
ボ
ー
ド
を

使
い
補
完
す
る
こ
と
を
紹
介
し
ま
し

た
。
そ
の
他
に
も
、
マ
ス
ク
を
は
ず
し

た
時
に
も
首
に
か
け
て
お
け
る
ネ
ッ
ク

ス
ト
ラ
ッ
プ
や
収
納
す
る
た
め
の
マ
ス

ク
ケ
ー
ス
も
紹
介
し
ま
し
た
。

展
示
会
の
様
子

３
日
間
の
展
示
会
で
は
、
多
く
の
人

が
ブ
ー
ス
に
来
ら
れ
ま
し
た
。
来
ら
れ

た
方
の
う
ち
約
２
０
０
人
に
、「
ど
ん
な

マ
ス
ク
が
あ
っ
た
ら
良
い
で
す
か
？
」

と
、
質
問
し
た
と
こ
ろ
、

・
耳
が
痛
く
な
ら
な
い
マ
ス
ク

・
自
分
の
顔
の
サ
イ
ズ
に
合
う
マ
ス
ク

・
眼
鏡
を
か
け
て
い
て
も
曇
ら
な
い
マ

ス
ク

・
ず
れ
て
鼻
が
で
な
い
マ
ス
ク

・
か
ぶ
れ
な
い
マ
ス
ク

・
口
の
形
が
分
か
る
透
明
な
マ
ス
ク

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

来
場
者
の
多
く
は
マ
ス
ク
の
Ｊ
Ｉ
Ｓ

が
で
き
た
こ
と
を
知
ら
ず
、
基
準
が
で

き
た
こ
と
を
歓
迎
す
る
声
が
多
く
あ
り

ま
し
た
。
聴
覚
に
障
害
の
あ
る
人
か
ら

は
、
口
の
前
が
透
明
で
、
口
の
形
が
見

て
分
か
る
マ
ス
ク
を
、
周
り
の
人
が
着

け
始
め
て
く
れ
た
と
の
話
も
聞
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
く
な
っ
た
マ

ス
ク
へ
の
関
心
は
高
く
、
タ
イ
ム
リ
ー

な
展
示
と
な
り
ま
し
た
。

よ
り
多
く
の
人
が
使
い
や
す
い
マ
ス

ク
や
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
方
法
が

研
究
さ
れ
、
発
展
し
て
い
け
ば
と
思
っ

た
次
第
で
す
。

田
窪
友
和

「アクセシブルなマスク」「マスクの JIS」パネル

伝わるマスク展の会場様子
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キーワードで考える共用品講座第１２９講
「共用品と生活支援工学」

日本福祉大学 客員教授・共用品研究所 所長　後
ご と う

藤芳
よしかず

一

１
．
日
本
生
活
支
援
工
学
会

私
事
な
が
ら
、
６
月
21
日
に
開
か
れ

た
総
会
と
理
事
会
を
経
て
、
日
本
生
活

支
援
工
学
会
の
代
表
理
事（
会
長
）
を

申
し
つ
か
り
ま
し
た
。
何
卒
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

「
生
活
支
援
工
学
」
は
、
暮
ら
し
の
不

便
さ
を
補
い
そ
れ
を
支
え
る
技
術
で
す

の
で
、
共
用
品
や
福
祉
用
具
も
こ
の
う

ち
に
入
り
ま
す
。
共
用
品
の
関
係
者
で

は
、
山や

ま
う
ち内

繁
し
げ
る

先
生
が
三
代
目
の
会
長

を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
共

用
品
に
も
関
わ
り
の
深
い
学
会
で
す
の

で
、
こ
の
機
会
に
少
し
ご
紹
介
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

２
．
学
会
設
立
の
背
景
と
政
策

学
会
は
２
０
２
０
年
に
設
立
20
年
を

む
か
え
ま
し
た
。
今
年
の
総
会
の
際
に

記
念
講
演
会
を
開
き
ま
し
た
。
経
済
産

業
省
、
厚
生
労
働
省
な
ど
が
参
加
、
経

済
省
医
療
・
福
祉
機
器
産
業
室
長
か
ら

基
調
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
学
会
は
「
学
会
同
士
の
連
携

や
、
学
会
と
福
祉
実
務
者
の
つ
な
が
り

が
不
足
、
社
会
か
ら
見
て
学
界
の
窓
口

が
わ
か
ら
な
い
な
ど
の
課
題
に
対
応

す
る
た
め
、
社
会
へ
の
学
界
の
代
表
窓

口
、
異
な
る
専
門
分
野
の
連
絡
・
協
力
、

こ
の
分
野
の
学
術
に
体
系
を
与
え
る
」 

（
斎さ

い
と
う藤

正ま
さ
お男

初
代
会
長
「
設
立
主
旨
」、

学
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〈
意
訳
〉）
と
い

う
目
的
で
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

背
後
に
は
、
福
祉
用
具
法（
１
９
９

３
年
施
行
）で
始
め
た
福
祉
用
具
産
業

政
策
の
も
と
で
「
①
政
策
と
②
知
見
を

蓄
積
・
共
有
す
る
し
く
み
が
“
車
の
両

輪
”
と
し
て
必
要
」
と
い
う
問
題
意
識

が
あ
り
ま
し
た
。
幅
広
い
省
庁
か
ら
設

立
時
に
出
席
、
学
会
誌
に
寄
稿
い
た
だ

く
な
ど
、
学
会
は
こ
の
分
野
の
窓
口
の

役
割
を
担
っ
て
き
ま
し
た
。

学
会
は
元
は
工
学
や
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
の
関
係
者
が
中
心
で
し
た
が
、

筆
者
の
前
任
の
大お

お
の野
ゆ
う
子こ

会
長（
大

阪
大
・
看
護
）の
代
で
看
護
や
医
療
関

係
者
の
参
加
が
増
え
、
学
会
の
中
核
を

担
い
つ
つ
あ
り
ま
す
。
学
会
は
、
福
祉

用
具
の
倫
理
審
査
を
受
託
す
る
な
ど
の

事
業
を
し
て
き
ま
し
た
。
20
周
年
に
合

わ
せ
て
、
若
手
を
中
心
と
す
る
「
未
来

構
想
タ
ス
ク
フ
オ
ー
ス
」
が
10
年
戦
略

（
２
０
２
０
年
）を
ま
と
め
ま
し
た
。
①

社
会
実
装
、
②
エ
ビ
デ
ン
ス
、
③
そ
れ

を
支
え
る
思
想
性
が
柱
で
す
。
21
年
度

に
は
、
若
手
へ
の
研
究
助
成
制
度
を
設

け
ま
し
た
。
こ
れ
ら
を
受
け
て
会
員
数

は
増
加
に
転
じ
ま
し
た
。

３
．
学
会
の
役
割
と
可
能
性

学
会
の
役
割
の
第
一
は
、
新
し
い
学

理
を
創
る
。
複
合
す
る
課
題
を
多
分
野

の
知
で
解
く
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
学
術
と

し
て
新
し
い
領
域
で
す
。
第
二
は
、
社

会
課
題
の
解
決
で
す
。
暮
ら
し
を
支
え

事
業
機
会
を
創
り
、
政
策
に
反
映
さ
せ

る
。
実
践
の
学
と
し
て
社
会
に
働
き
か

け
ま
す
。

第
三
は
、
エ
ビ
デ
ン
ス
で
す
。
福
祉

用
具
の
活
用
は
ま
だ
実
力
に
見
合
う
も

の
で
な
く
、
供
給
側
が
効
果
の
エ
ビ
デ

ン
ス
を
示
せ
て
い
な
い
こ
と
が
一
因
で

す
。
産
業
界
で
エ
ビ
デ
ン
ス
を
整
理
す

る
取
組
み
が
始
ま
り
つ
つ
あ
り
、
学
会

も
寄
与
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。第
四
は
、

産
業
界
と
の
協
力
で
す
。
一
部
主
要
企

業
経
営
者
が
新
し
く
学
会
運
営
を
担
い

は
じ
め
ま
し
た
。川
下（
需
要
）に
続
き
、

川
上
側
と
の
連
携
を
深
め
ま
す
。

第
五
は
、
他
の
分
野
へ
の
寄
与
で

す
。
環
境
、
労
働
ほ
か
社
会
課
題
が
山

積
で
す
。
高
齢
化
で
世
界
に
先
行
す
る

目
本
発
の
策
は
、
お
手
本
と
し
て
国
内

外
の
他
の
分
野
に
寄
与
で
き
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
分
野
の
土
台
を
作
る
と

こ
ろ
に
加
わ
れ
ば
、
研
究
も
事
業
も
、

他
に
な
い
競
争
力
を
持
て
ま
す
。

４
．
共
用
品
と
の
関
係

共
用
品
の
考
え
方
は
日
本
が
世
界
に

先
が
け
て
発
案
し
、
実
践
を
中
心
に
世

界
を
リ
ー
ド
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
特

徴
を
よ
り
明
確
に
説
明
し
、
さ
ら
に
広

く
深
く
普
及
さ
せ
る
た
め
に
は
、
理
論

的
な
整
理
や
利
用
効
果
の
エ
ビ
デ
ン
ス

が
必
要
で
す
。
こ
う
し
た
問
題
意
識
か

ら
、
共
用
品
推
進
機
構
は
２
０
１
７
年

に
共
用
品
研
究
所
を
設
け
ま
し
た
。
機

構
に
蓄
積
さ
れ
て
き
た
実
践
の
事
例
や

情
報
を
も
と
に
、
国
内
外
の
ハ
ブ
と
し

て
研
究
を
後
押
し
す
る
た
め
で
す
。
研

修
事
業
な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

研
究
の
成
果
は
、
人
類
共
通
の
財
産

と
し
て
社
会
に
寄
与
し
ま
す
。
確
立
し

た
知
で
あ
る
こ
と
を
検
証
す
る
の
が
学

会
で
あ
り
、
認
知
さ
れ
た
知
の
姿
の
代

表
は
論
文
で
す
。
学
会
は
メ
デ
ィ
ア
の

性
格
も
持
ち
、
学
術
と
い
う
共
通
の
言

語
で
交
流
や
発
信
す
る
媒
体
に
な
り
ま

す
。
日
本
生
活
支
援
工
学
会
は
、
共
用

品
の
研
究
成
果
の
発
信
先
と
し
て
活
用

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
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新館長に立
たちばな

花明
あけひこ

彦氏が就任

東
京
・
高
田
馬
場
に
あ
る
社
会
福

祉
法
人
日
本
点
字
図
書
館（
以
下
、

日
点
と
い
う
）。
本
年
４
月
１
日
、
同

館
理
事
長
、
館
長
の
人
事
が
発
表
さ

れ
た
。
館
長
に
立
花
明
彦
氏
、
前
館

長
の
長な
が
お
か岡
英ひ
で
じ司
氏
は
同
館
理
事
長

に
、
前
理
事
長
の
田た
な
か中
徹て
つ
じ二
氏
は
会

長
に
就
任
し
た
。

今
回
は
、
新
館
長
と
な
っ
た
立
花

氏
を
紹
介
し
た
い
。

み
ん
な
と
同
じ
道
で
は
つ
ま
ら
な
い

立
花
氏
は
広
島
県
出
身
。
10
歳
で

緑
内
障
を
発
症
し
、
盲
学
校
に
転
校

し
た
。
現
在
の
視
力
は
０
・
01
。
弱

視
者
で
あ
る
。

前
職
は
静
岡
県
立
大
学
短
期
大
学

部
社
会
福
祉
学
科
教
授
。
大
学
で
教

鞭
を
と
り
な
が
ら
、
20
年
以
上
、
図

書
館
情
報
学
の
研
究
を
続
け
た
。

大
学
進
学
時
、
視
覚
障
害
者
の
多

く
は
、
職
を
得
や
す
い
社
会
福
祉
学

を
専
攻
す
る
。
し
か
し
、
み
ん
な
が

進
む
道
は
つ
ま
ら
な
い
と
、
先
輩
に

勧
め
ら
れ
た
図
書
館
情
報
学
を
学
ん

だ
。

職
員
１
４
０
名
の
生
活
を
支
え
る
覚
悟

実
は
立
花
氏
、
過
去
に
10
年
間
、

日
点
に
勤
務
し
て
い
た
。
日
点
を
退

職
し
、
大
学
で
研
究
を
続
け
て
い
た

昨
年
、
日
点
か
ら
館
長
就
任
の
依
頼

が
あ
っ
た
。

館
長
就
任
を
依
頼
さ
れ
た
と
き
、

日
点
職
員
１
４
０
名
の
生
活
を
支
え

る
こ
と
が
で
き
る
か
考
え
た
と
い
う
。

そ
し
て
、
強
い
覚
悟
を
持
っ
て
依
頼

を
承
諾
。
館
長
就
任
は
「
結
婚
よ
り

も
大
き
な
決
断
」
だ
っ
た
と
い
う
。

館
長
と
し
て
日
点
に
戻
る
決
心
を

し
た
の
は
、
ま
だ
視
覚
障
害
者
の
読

書
環
境
は
不
十
分
で
あ
る
と
感
じ
て

い
る
か
ら
だ
。
環
境
を
整
え
る
た
め

に
、
こ
れ
ま
で
自
身
が
続
け
て
き
た

点
字
図
書
館
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
研
究

が
、
日
点
の
底
上
げ
に
役
立
つ
と
考

え
て
い
る
。
ま
た
、
日
点
利
用
者
数
を

増
や
す
こ
と
も
検
討
し
て
い
る
。

日
点
の
役
割

立
花
氏
は
、
視
覚
障
害
者
の
読
書

環
境
に
つ
い
て
、
も
っ
と
研
究
者
に

関
心
を
持
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
。
日

点
は
多
く
の
貴
重
な
資
料
を
収
蔵
し

て
お
り
、
そ
れ
ら
を
研
究
者
に
提
供

し
研
究
に
貢
献
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
本
来
図
書
館
は
、
文
化
伝
承
の

機
関
で
も
あ
る
。
盲
人
文
化
を
次
の

世
代
に
伝
え
る
責
任
を

全
う
し
な
が
ら
、
日
点
を

運
営
し
て
い
く
方
針
だ
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
終
え
て

立
花
氏
は
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
中

で
、
何
度
か
「
私
は
日
点
を
去
っ
た
人

間
だ
っ
た
か
ら
」
と
口
に
し
た
。
彼
の

館
長
就
任
を
切
望
し
た
人
た
ち
は
、

そ
の
「
去
っ
た
人
」
に
日
点
に
対
す
る

客
観
的
な
評
価
を
期
待
し
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
感
じ
る
。

新
館
長
の
取
り
組
み
は
始
ま
っ
た

ば
か
り
。
利
用
者
に
と
っ
て
、
こ
れ

か
ら
ど
の
よ
う
な
魅
力
が
日
点
に
加

わ
っ
て
い
く
の
か
、
共
用
品
推
進
機

構
と
し
て
も
楽
し
み
で
あ
る
。金

丸
淳
子

立花明彦氏

日本点字図書館
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広がる良かったこと調査

那
覇
市
の
良
か
っ
た
こ
と
調
査

「
地
域
に
お
け
る
良
か
っ
た
こ
と

調
査
」
は
、
東
京
の
杉
並
区
か
ら
は

じ
ま
り
、
沖
縄
県
、
岡
山
県
と
続
い

た
。
そ
し
て
２
０
２
１
年
度
は
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
バ
リ
ア
フ
リ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
会
議
が
、
那
覇
市
地
域
福
祉
基
金

の
補
助
を
受
け
、「
那
覇
市
の
良
か
っ

た
こ
と
調
査
」
を
実
施
し
た
。

「
公
共
交
通
」「
外
出
・
観
光
」「
防

災
」
の
３
つ
を
柱
に
、
質
問
項
目
は

①
飲
食
店
、②
ス
ー
パ
ー
・
コ
ン
ビ

ニ
、
③
ホ
テ
ル
等
宿
泊
施
設
、
④
観

光
地
、
⑤
公
共
施
設
、
⑥
公
共
交
通

機
関
、
⑦
防
災
関
連
の
７
項
目
と

な
っ
て
い
る
。

こ
の
冊
子
は
、
那
覇
空
港
、
那
覇

バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
あ
る
「
し
ょ
う

が
い
者
・
こ
う
れ
い
者
観
光
案
内

所
」、
那
覇
市
役
所
、
那
覇
市
社
会
福

祉
協
議
会
、
首
里
城
、
公
共
交
通
機

関
に
設
置
、
配
布
さ
れ
て
い
る
。

回
答
の
良
か
っ
た
モ
ノ
や
コ
ト
の

一
部
を
紹
介
す
る
。

「
首
里
城
に
行
っ
た
時
、
城
内
は
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
が
な
い
の
で
困
っ
て
い

た
と
こ
ろ
、
昇
降
機
が
あ
り
、
車
イ

ス
は
ス
タ
ッ
フ
が
持
つ
の
を
手
伝
っ

て
く
れ
た
の
で
、
楽
し
く
見
学
で
き

た
。（
20
代
男
性
、
上
下
肢
障
害
）」、

「
中
央
公
民
館
は
急
な
階
段
で
す
。

入
口
に
『
介
助
が
必
要
な
方
は
職
員

が
対
応
す
る
』
と
い
う
貼
紙
が
あ

り
、
心
遣
い
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

（
70
代
女
性
）」、「
メ
ニ
ュ
ー
の
字
が

大
き
く
て
見
や
す
か
っ
た
。（
60
代

男
性
）」、「
杖
を
使
っ
て
レ
ジ
で
会

計
し
て
い
る
と
、
レ
ジ
の
店
員
さ
ん

が
会
計
終
了
後
、
他
の
店
員
を
呼
ん

で
袋
づ
め
を
し
て
く
れ
て
と
て
も
助

か
っ
た
。（
60
代
女
性
、
下
肢
障
害
）」

な
ど
、
貴
重
な
良
か
っ
た
の
声
が
寄

せ
ら
れ
た
。

木
原
慶
子

那覇市 良かったこと調査

良
か
っ
た
こ
と
を
題
材
に

３
月
28
日
、
事
務
所
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
を
し
て
い
る
小こ
ば
や
し林

大た
い
が我

さ
ん
か
ら
電
話
で
、「
共
用
品

推
進
機
構
が
行
っ
て
い
る
『
良
か
っ

た
こ
と
調
査
』
を
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
Ｅ
テ

レ
で
新
た
に
始
ま
っ
た
『
リ
フ
ォ
ー

マ
ー
ズ
の
杖
』
と
い
う
番
組
で
取
り

上
げ
た
い
」
と
連
絡
が
あ
っ
た
。
お

笑
い
芸
人
さ
ん
が
現
場
を
取
材
し
、

そ
の
映
像
を
元
に
ス
タ
ジ
オ
で
「
良

か
っ
た
こ
と
調
査
」
の
意
味
を
検
証

す
る
企
画
。

電
話
の
翌
日
、
小
林
さ
ん
が
来
所
、

今
ま
で
の
良
か
っ
た
こ
と
調
査
報
告

書
を
前
に
、
意
見
を
出
し
合
っ
た
。
そ

の
結
果
、
ロ
ケ
は
近
く
に
国
立
障
害

者
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
が

あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
障
害
者
が
多
く

訪
れ
る
新
所
沢
東
口
商
店
街
に
決
定
。

小
林
さ
ん
に
商
店
街
会
長
を
紹
介
す

る
と
、す
ぐ
に
訪
問
し
撮
影
の
許
可
を

得
る
と
と
も
に
、撮
影
す
る
店
に
は
事

前
に
伝
え
ず
シ
ナ
リ
オ
な
し
の
撮
影

に
も
了
解
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
撮

影
は
５
月
２
日
、芸
人
の
も
ぐ
ら
さ
ん

が
、ベ
ビ
ー
カ
ー
に
乗
せ
た
幼
児
を
連

れ
て
買
い
物
を
す
る
時
に
出
会
っ
た

店
の
人
、す
れ
違
う
人
た
ち
の
さ
り
げ

な
い
気
遣
い
が
、
６
月
27
日
に
オ
ン

エ
ア
さ
れ
た
番
組
で
は
冒
頭
に
紹
介

さ
れ
た
。
買
い
物
を
し
、
ベ
ビ
ー
カ
ー

を
押
し
て
外
に
出
よ
う
と
す
る
と
、店

の
人
が
扉
を
開
け
て
く
れ
た
映
像
に

続
い
て
、「
杉
並
区
の
良
か
っ
た
こ
と

調
査
」
の
イ
ラ
ス
ト
版
報
告
書
の
該

当
ペ
ー
ジ
が
映
し
出
さ
れ
、ス
タ
ジ
オ

の
芸
人
さ
ん
た
ち
が「
良
か
っ
た
こ
と

調
査
」に
つ
い
て
感
想
や
意
見
を
話
し

合
っ
た
。「
い
い
と
こ
探
す
っ
て
、
精
神

衛
生
上
す
ご
く
い
い
ん
で
す
」
と
い
う

も
ぐ
ら
さ
ん
の
感
想
に
、芸
人
さ
ん
た

ち
が「
良
か
っ
た
こ
と
調
査
」
を
紹
介

し
て
く
れ
た
意
味
を
改
め
て
感
じ
た
。

星
川
安
之

NHK E テレ リフォーマーズの杖
6 月 27 日午後 7 時～オンエア

https://www2.nhk.or.jp/school/
m o v i e / b a n g u m i . c g i ? d a s _

id=D0005270097_00000
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共用品推進機構の事業 【事務局長だより】 星川安之
共用品推進機構は、誰もが暮らしやすい社会の実現という

途方もない目的に向かって、３つの事業を行っている。３つ
の事業の１つ目は、現状を知ること、２つ目は現状を知って
見つかった課題の解決策をねること、そして３つ目は、１つ
目の現状、２つ目の解決策及び解決策から生まれたモノやコ
トを広く社会に知ってもらう各種普及事業である。

この３つは、１つ目の調査が終わると、２つ目に取り掛か
り、２つ目が終わると３つ目の普及に取り掛かるといった順
に行っている。順に行ってはいるが、１つ目の調査で出てき
た課題は、たいてい四方八方に広がっているため、２つ目の
課題解決は同時並行で複数進めていく場合がほとんどだ。

共用品推進機構の前身である市民団体のＥ＆Ｃプロジェク
トの活動を例にとると、始まりは視覚に障害のある人の朝起
きてから夜寝るまでの生活を、視覚に障害のない人たちで聞
くことからスタートした。

聞いた約 30 名のメンバーはさらに深く知るために、二人
一組となり、視覚に障害のある人の家庭訪問を繰り返し行っ
た。20 名のヒヤリング結果をもとに、アンケート項目を作り、
それを約 300 名の視覚に障害のある人に回答してもらった。
この回答は、パンドラの箱をいくつも開けたように無数の「応
用問題」が出題された状態となり、途方にくれた。

家の中の不便さ、家の外の不便さ、モノに関する課題、
サービスなど無形のコトに関する課題など、まさに四方八方
に分かれた課題であった。

さらに、対象を聴覚に障害のある人達、肢
体に障害のある人達に広げると、四方八方
にランダムに広がっていくと思われた課題
が、製品であれば、表示、操作性、パッケー
ジなどに集約できることに気づいた。

集約できることが分かると、共通の解決
方法が見つかりはじめた。例えば、それまでは「表示」という
と目で見るものとばかり思っていたところ、触って分かる、
聞いて分かるなども「表示」ととらえることができる思考に
なってきたのである。

その共通の解決方法は、それまで遠い存在であった日本産
業規格（JIS）を身近なものにした。しかもそれは、JIS に留ま
らずに、国際標準化機構（ISO）までも、身近に手繰り寄せる
ことになった。

そこまでにも多くの人が、後ろから押し、前から引っ張る
ことを繰り返し行った結果、今までに JIS は 43 種類発行され
るに至っている。

今回の特集は、調査、ルールづくりの次の「普及」を、どの
ようにしていけば良いかを考えるための中間報告の意味合い
もある。

共用品の普及事業を始めて 30 年がたち、31 年目に突入し
ているが、四方八方に広がった事業を、連携させながら、誰
もが暮らしやすい社会という途方もない目標に近づくことを
続けていきたいと思っている。

共用品通信
【イベント】（オンラインイベント）アーカイブ配信あり
本の街で、こころの目線に合わせる～「障害」ある人の「きょうだ
い」と考える～（６月10日）

【共用品推進機構 会議】
令和3年度会計監査（５月25日）
理事・評議員・監事意見交換会（６月30日）

【委員会】
第５回ISO/TC173/SC7/WG7 WD6273規格作成会議（５月16日・ 
26日、金丸）
第６回ISO/TC173/SC7/WG7 WD6273規格作成会議（６月27日、
金丸）
第１回AD国際標準化委員会（7月22日）

【講義・講演】
ネパールにおける指導員の養成講座（６月12日、星川）
NTT西日本（６月21日、星川）
東京都杉並区立高井戸第四小学校 オンライン共用品授業（6月29日、森川）

西荻窪地域区民センター講座（７月５日、星川）
早稲田大学（７月16日、星川）

【報道】
NHK「リフォーマーズの杖」（6月27日）
時事通信社 厚生福祉 ５月20日 民生委員の経験や工夫から学ぶ
時事通信社 厚生福祉 ６月７日 「フェア」の連鎖が産み出す声掛け
事通通信社 厚生福祉 ６月28日 クレヨンと社会モデル　
日本ねじ研究協会誌 ４月 障害のある人がいるが普通の街
日本ねじ研究協会誌 ５月 ハイヒール・フラミンゴ
トイジャーナル ６月号 『共用品って、何だろう？』をWEBで公開
トイジャーナル ７月号 スマイルサッカー教室
福祉介護テクノプラス ６月号 パンフレット『共用品ってなんだろう』
福祉介護テクノプラス ７月号 アジアにおける新たな生活様式に関する調査
高齢者住宅新聞 ５月４日 「つり革・商品棚」
高齢者住宅新聞 ６月8日  96歳の時計店店主
シルバー産業新聞 ７月10日  共用品の伝え方
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